
-平成28年度事務事業実績評価表 政策№ 2 施策№ 27 事業№ 49 4

事務事業名 市民舞台芸術創造支援事業
会計 一般会計 実施区分 継続

事業種別 政策 開始 15 終了
H29作成課等名 文化会館 H29係等名 事業係 H28担当課等名 文化会館

基本計画上
の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

施策 27 文化芸術の振興

目
的

対象（誰・何を）

舞台芸術活動団体が一堂に会する発表会に出演しようと
する団体及び他校とともに行う舞台芸術活動の発表会に
出演しようとする学校
補助金支払先：飯田文化協会、飯伊小学校管楽器研究

対
象
指
標

指標名及び単位 28年度数値

一堂に会する発表会に出演しようと
する団体及び該当の舞台芸術活
動団体がある学校の数

111

意図（どういう状態
にするか）

レベルアップを図り、複数の舞台芸術活動団体が一堂に
会する事業で活動の成果を発表できるようにする

向上させたい上位施
策の成果指標

文化芸術に親しむ市民の割合(％・増やす)

目
標

種別 指標名及び単位 27年度計画 27年度実績 28年度計画 28年度実績 備考（指標変更など）

成果
指標

レベルアップ講習会等に参加した団体の割合(%)
(H28実績：65/109 団体）

57 65 68 60

定性
目標

事
業
概
要

舞台芸術活動団体が、レベルアップを図り、複数の舞台芸術活動団体が一堂に会する事業(以下、「合同芸術祭」)で活動の成果を発
表できるように支援する。また参加する団体が横のつながりを持ち、新たな舞台芸術の創造に向けて取り組めるように支援する。
１　レベルアップ活動費の助成
舞台芸術活動団体が、合同芸術祭に参加するために実施するレベルアップ講習会経費の一部を助成。
２　新たな舞台芸術の創造等に要する費用の助成
舞台芸術団体が、合同芸術祭へ参加することを目的として、新たな舞台芸術を創造する活動を行うために必要な経費の一部を助成。

事業内容 名称 活動指標

28
年
度
事
業
内
容

１　支援対象
（１）飯田下伊那で活動するアマチュア舞台芸術団体
（２）飯田下伊那地域の小中高校の学校間で連携した団体
２　支援対象事業及び支援内容
平成28年4月1日から平成29年3月31日に実施する次の事業を対象とする
（１）レベルアップ活動費用の助成
（２）新たな舞台芸術の創造等に要する費用の助成
３　募集について
公募を行う
４　活動に関する市民への広報について
団体に属さない市民等が参加できるよう、対象事業を広く広報する

１　説明の回数
２　支援件数
３　一般参加者を募った件数
４　講習会等の回数
５　講習会等ののべ人数
６　ヒヤリングの回数

１　3回
２　11件
３　７件
４　60回
５　1,636人
６　11回

事業コスト 27年度決算額 28年度予算額 28年度決算額 29年度繰越額 特定財源内訳、補足

事業費計（千円）① 1,000 970 942 0

国庫支出金

県支出金

起債

その他

一般財源 1,000 970 942

人件費計（千円）② 1,645 1,645 1,645 0

正規職員所要時間 400 400 400

臨時職員所要時間 200 200 200

総事業費①+② 2,645 2,615 2,587 0

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

各団体とも広く呼びかけたが、参加団体数が減少してしまった。特に学校関係が減少しており、今後の課題。
また、今年度は新たな団体・分野から事業の問い合わせがあったが、申請にまで至らなかった。引き続き事業の活用を広く呼
びかけていきたい。

改革改善
の考え方

①問題
点

当事業が活用されている分野はまだ限定的であり、新たな分野へもより広げていく必要がある。

②改革
提案

交付実績のある団体へヒアリングを実施し、要項のさらなる見直しをする。また、募集の時期を早め、参加しやすい環境
を作るようにする。


